
「
岡
目
一
目
」

　

平
成
三
十
年
は
明
治
百
五
十

年
に
な
る
。
明
治
と
平
成
を
比

べ
る
と
何
が
見
え
て
く
る
か
。

　

Ｔ
Ｖ
で
西
郷
隆
盛
が
走
っ
て

い
る
。
明
治
元
年
は
西
暦
で

一
八
六
八
年
、「
い
や
あ
ロ
ッ

パ
君
明
治
だ
よ
」
と
覚
え
た
。

　

年
号
の
暗
記
で
は
語
呂
合

わ
せ
が
良
い
。
七
一
〇
年
の

「
な
ん
と
き
れ
い
な
平
城
京
」、

一
一
九
二
年
の
「
い
い
国
作
ろ

う
鎌
倉
幕
府
」、
な
ん
て
の
を

思
い
出
す
。

　

危
な
い
年
号
も
多
い
。

一
五
四
三
年
の
「
以
後
黄
泉
送

り　

鉄
砲
伝
来
」
で
大
量
殺
人

が
可
能
に
な
り
、
信
長
が
武
田

軍
を
破
っ
た
一
五
七
二
年
の

「
人
粉
々
に
長
篠
合
戦
」
と
き

て
、
一
六
〇
〇
年
の
「
人
群
れ

押
し
か
け
関
ケ
原
」
と
な
る
。

　

近
代
で
は
、
一
八
九
四
年

の
「
人
は
苦
心
の
日
清
戦

争
」、
一
九
〇
四
年
の
「
得
を

し
よ
う
と
日
露
戦
争
」
か
ら
、

一
九
一
四
年
の
「
行
く
意
志
あ

り
ま
す
か
第
一
次
大
戦
」
と
な

り
、つ
い
に
一
九
四
一
年
の「
行

く
よ
一
発
真
珠
湾
」
と
な
る
。

　

平
和
に
な
る
と
い
う「
平
成
」

も
あ
と
一
年
。
次
の
二
〇
一
九

年
は
「
風
呂
に
行
く
」
よ
う
な

の
ど
か
な
世
の
流
れ
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。「
ハ
タ
チ
か
ら
行
く

徴
兵
制
」
で
は
困
る
。

　

年
号
の
流
れ
は
人
が
作
る
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
郷
土

の
文
化
を
高
め
た
文
学
者
の
経
歴

と
功
績
を
紹
介
し
、
高
山
市
の
文

学
の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
で
、

毎
年
二
回「
近
代
文
学
館
企
画
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
昨
年
九
月
に
紹
介
し

た
田
中
大
秀
の
高
弟
、山
崎
弘
泰
・

富
田
礼
彦
・
上
木
清
成
の
門
弟
と

そ
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

田
中
大
秀
は
全
国
的
に
著
名
な

文
学
者
で
、
そ
の
高
弟
で
あ
る
三

人
も
多
く
の
功
績
を
残
し
て
い
ま

す
。
彼
ら
に
学
ん
だ
門
弟
た
ち
の

和
歌
や
筆
跡
な
ど
と
と
も
に
、
そ

の
人
物
を
紹
介
し
ま
す
。

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

三
月
十
日
（
土
）・　

　

十
一
日
（
日
）
午
前
十
時
～
午

　

後
五
時
（
十
一
日
は
午
後
四
時

　

ま
で
）

◇
会
場　

高
山
市
図
書
館
「
煥
章

　

館
」

※
図
書
館
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
又

　

は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。

◇
入
場
無
料

●干支「戌」

●歌会始「語」

●ヤングチャレンジ部門

◇天位　「輪になって語ろう」  にんじん会（天満町1）

◇地位　「竹取物語～かぐや姫誕生～」 
　　　　　　　　　 八幡鳳凰台飾り物同人（大新町）

◇人位　「光源氏 帷の許へ」  粟瀬新一（一之宮町）

◇佳作　「おばあちゃんは語りべ」 竹腰義男（大新町1）

　　　　「蔵書は語る」　 
　　　　　　　　　 豊明台組飾り物同好会（大新町1）

　　　　

◇天位　「南総里見八犬伝」　 野澤竜弥（冬頭町）

◇地位　「犬ぞり」 　　   　　 星文達守（大新町2）

◇人位　「探知犬」　　　　　 長瀬力造（石浦町3）

◇飾り物同好会賞　
　　　　「西郷どん」　　　　 蓑田健介（天満町6）

◇佳作　「犬橇」　     　　 　 若田義隆（大新町1）

　　　　「ハチ公」　  　　 　 天木淑子（西之一色町3）

　　　　「阿・吽」 　　　　　　 宮部龍彦（大新町1）

◇入賞　「犬の足跡」 　  　　　　田中大夢（高山西高校）

　　　　「犬橇」　　　  　　　　東出未英（高山西高校）

　　　　「逃走中」 　　  　　　　野村朋加（斐太高校）

　　　　「肉球」 　　　　　  　　清水　宝（斐太高校）　　　　

　1月12日（金）～14日（日）に開催した「新春飾り物展」には、多数の皆様に
ご来場いただきありがとうございました。審査結果は次のとおりです。（敬称略）

新春飾り物展平成30年

［
田
中
大
秀
］

　
上
一
之
町
出
身
の
著
名
な
国
学

者
。伴
高
蹊
や
本
居
宣
長
に
学
び
、

飛
騨
に
初
め
て
国
学
を
伝
え
、
多

数
の
門
人
を
擁
し
た
。

［
山
崎
弘
泰
］

　
高
山
の
地
役
人
。
田
中
大
秀
に

平成31年の干支は「亥」、歌会始のお題は「光」です。皆様の応募をお待ちしています。

学
び
国
典
を
修
め
歌
文
に
長
ず

る
。
後
に
大
秀
の
文
机
を
継
ぎ
荏

門
の
学
頭
と
な
る
。
花
里
天
満
宮

に
花
里
文
庫
を
設
け
、
大
秀
の
遺

稿
と
蔵
書
を
保
管
。

［
富
田
礼
彦
］

　
国
学
者
、
高
山
県
判
事
。
田
中

大
秀
に
国
学
を
、
赤
田
章
斎
に
漢

学
を
学
ぶ
。高
山
陣
屋
玄
関
の「
天

朝
御
用
所
」の
高
札
は
礼
彦
の
筆
。

『
斐
太
後
風
土
記
』
編
纂
主
任
。

［
上
木
清
成
］

　
酒
造
業
・
国
学
者
。
荏
門
の
四

傑
。
国
学
を
田
中
大
秀
に
学
ぶ
。

古
典
の
研
究
・
雅
楽
・
謡
曲
・
茶

道
に
優
れ
、
多
く
の
弟
子
を
育
て

る
。
晩
年
富
田
礼
彦
を
師
と
す
る

交
替
式
を
行
な
う
。

天位「輪になって語ろう」

天位「南総里見八犬伝」

山崎弘泰肖像

第
28
回 

高
山
市
近
代
文
学
館
企
画
展

国
学・和
歌
を
支
え
た
郷
土
の
人
々

～
山
崎
弘
泰
、富
田
礼
彦
、上
木
清
成
の
門
弟
～
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